
指定管理者による公の施設の管理運営状況 
令和元（2019）年度 

施設名 栃木県日光だいや川公園 
施設所管課 県土整備部都市整備課 
指定管理者 
 
 

日光緑化グループ 

・株式会社 大日光・エンジニアリング（法人番号 4060001008446） 

・日光緑化協同組合                  （法人番号 1060005009526） 

・株式会社 カルチャーバンクスタジオ（法人番号 9060001029553） 
指定期間 平成 31（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月 31 日 

 
１ 施設の概要 

施設所在地  日光市瀬川８４４ 
施設の概要 
 
 
 
 

 ① 指定管理者による管理面積 ５５．８ｈａ 
 ② 主要な施設 
   フィールドアスレチック、パークゴルフ場、グラウンドゴルフ場、ディスクゴ   

ルフ場、オートキャンプ場、やすらぎの池、そよかぜ広場、ふるさとの森、とん   
ぼ池、チョウの丘、ちびっこ広場、緑の相談所、だいや体験館 等 

業務内容 
 
 

 ① 公園の維持管理に関する業務 
 ② 有料公園施設の利用の許可に関する業務 
 ③ 公園の運営に関する業務 

 
２ 収支の状況 
 令和元（2019）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 １０９，２５８  
 
 
 
 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費 ９，８７５ 
 利用料金収入 ３７，２５４  管理運営費 ４０，３９３ 
 その他収入※１ １  人件費 ９８，４３１ 
   その他支出※１ ４，１６１ 
 合計 

 
１４６，５１３  合計 

 
１５２，８６０ 

指定管理業務収支差額① ▲６，３４７   
自主事業 ９，５６１  自主事業 １，６５１ 
自主事業収支差額② ７，９１０   
収支差額（①＋②） １，５６３   
備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
・利息       １千円 

 
 
 
 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
・租税公課費  ４，１６１千円 
 
 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 
 平成 30（2018）年度（前年度）                                 （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 １１２，６２８  
 
 
 
 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費 ２５，６９７ 
 利用料金収入 ４１，１３７  管理運営費 ８６，９０６ 
 その他収入※１ ４，４１６  人件費 ４０，４３７ 
   その他支出※１ ８，７３９ 
 合計 

 
１５８，１８１  合計 

 
１６１，７７９ 

指定管理業務収支差額① ▲３，５９８   
自主事業 １２，８４４  自主事業 １３，９１３ 
自主事業収支差額② ▲１，０６９   
収支差額（①＋②） ▲４，６６７   
備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
・負担金    ８３８千円 
・利息       １千円 
・雑収入  ３，５７７千円 

 
 
 
 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
・租税公課費  ８，７３９千円 
 
 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 
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３ 利用状況  
 平成 30（2018）年度 

（前年度） 
令和元（2019）年度 

公園利用者 ４７０，８４１人 ４５９，１５２人 
 

施 設 名（利用料金施設） 平成 30（2018）年度 

（前年度） 
令和元（2019）年度 

フィールドアスレチック １８，７０７人 １９，５５６人 
パークゴルフ ６，６４４人 ５，２４６人 

グラウンドゴルフ １，２４９人 １，４７３人 
ディスクゴルフ １，２８９人 １，２９１人 

共通一日券 ２，４３０人 １，７５５人 
オートキャンプ場 １９，８２３人 ２０，１６４人 

合 計 ５０，１４２人 ４９，４８５人 
 

施 設 名 平成 30（2018）年度 

（前年度） 
令和元（2019）年度 

 
 

緑の相談所 
 
 

相談件数 １０２件 ５６件 
催し物回数 
（延べ人数） 

３８回 
（１５，４３８人） 

２５回 
（１０，０６４人） 

講習会回数 
（延べ人数） 

４１回 
（５１６人） 

４４回 
（６４１人） 

体験学習施設 
 

講習会回数 
（延べ人数） 

６６回 
（８９２人） 

６５回 
（６６２人） 

 
４ サービス向上に向けた取組 

（１）施設運営 

・指定管理者 1 年目としての運営の基礎をつくるため、各業務に関してマニュアルを作成した。前

管理者からの継続雇用者にヒアリングをしつつ、業務を通して問題があった際は改善し、定期的

にマニュアルを更新した。 

・施設故障や損傷等で修繕が必要な際は、長寿命化を取り入れた。照明については順次 LED 化を進

め、省エネにも取り組んだ。 

（２）効果的な各種広報活動 

・HP や SNS でイベントや講座情報、花の見ごろを定期的に更新し、公園のタイムリーな情報を発信

することで利用促進に努めた。 

・パンフレットや各イベントの PR チラシを発行し、近隣のホテルや観光施設へ設置を依頼すること

で、近隣住民だけでなく観光客の集客を図った。 

・大駐車場付近に地図の記載された大型の掲示板を設置した。利用上の注意やイベント情報、各施

設案内を掲示し、初めて来園した利用者も快適に公園を利用できるよう努めた。 

（３）魅力ある事業の提供 

①運動事業 

・年に 3 回パークゴルフ大会を開催し、利用者が日頃の練習の成果を発揮する機会を設けた。年配

の参加者が多いことから、飲料水の配布や開催時間の前倒し等熱中症予防に努めた。 

・貸自転車事業を実施し、園内の移動について利便性を高めた。また、貸し出す際は利用禁止区域、

一時停止箇所等の説明を行い、事故防止に努めた。 

②学習事業 

・春には桜マップ、夏にはヤマユリマップを配布し、園路の植栽を楽しめるよう工夫した。その中

でより正確な情報を提供するため、植栽の種類や本数を定期的に調査した。また開花状況に関す

る問い合わせに誰でも対応できるよう、スタッフ間で情報を共有することを徹底した。 

・ホタル観賞会を開催し、園内の動植物、自然環境保護について理解を深めるイベントを開催した。

夜間、外灯の少ない中での開催となるため、園路にスタッフを配置し事故のないよう実施した。 

③イベント事業 

・昨今のアウトドアブームから、キャンプ場を有効活用したイベントを開催した。「BEER CAMP NIKKO」

では栃木の地酒やグルメを楽しんでもらうとともに、園内で酒類を購入できるようにしたことで

飲酒運転防止対策を兼ねたイベントとなった。また、「NIKKO RIVER SIDE FES.」では地域団体と

協力し、自然の中でグルメやヨガ、太極拳、音楽を楽しむ機会を設け、緑化推進の重要性を伝える

イベントとなった。 
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・だいや体験館では「THE ARTS OF NIKKO」を開催し、日光を拠点に活動する作家の方の作品展示や

ワークショップを開催した。このイベントをきっかけにだいや体験館を知り、東照宮模型の展示

も一緒に楽しむ利用者も多く、施設の PR となった。 

・野外映画上映会を行い、映画館のない日光市の子供たちが自然の中で映画を楽しむ機会を設けた。

当日は 2,700 人もの利用客がおり、次回開催希望の声も多く寄せられた。 

（４）多様な主体との連携・協働の促進 

・外部団体による開催イベントに積極的に協力した。日光市主催のそばまつりやツールド日光では

開催場所の提供や安全管理、一般利用者の利便性確保について協議の上開催し、県内外から多く

の方が来園した。日光市観光課との協力から、公園を利用したツアーの開催や園外での PR イベン

ト参加につながった。 

（５）新たなサービスと利便性の向上 

・レストランをカフェレストランにリニューアルし、子どもから大人まで楽しむことができるメニ

ューの強化を図った。 

・伐採木を再利用したベンチを設置し、植栽や景色を楽しむことができるビューポイントを新しく

設けた。 

・キッズスペースや工作スペース、オリエンテリングなど、アスレチックやニュースポーツ施設の

利用できない未就学児でも楽しめるコンテンツを緑の相談所に設置し、幅広い年代の方が楽しめ

る施設づくりに努めた。 
 
５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 
・管理事務所に意見箱を常時設置し、ご意見票を回収 
    回収件数    １２７件 

主なご意見票の項目 良い 良い方 あまり良くない 悪い 
 
公園内はきれいでしたか 
 
公園の管理状況はいかがでしたか 
 
花壇や樹木などの植物の管理状態は

いかがでしたか 
 
スタッフの対応はいかがでしたか 

 

 
６８．８％ 

 
５９．３％ 

 
５７．５％ 

 
 

５７．５％ 

 

 
２６．４％ 

 
３４．８％ 

 
３６．３％ 

 
 

３３．４％ 
 

 
３．２％ 

 
３．４％ 

 
５．３％ 

 
 

８．３％ 
 

 
１．６％ 

 
２．５％ 

 
０．９％ 

 
 

０．８％ 
 

 

・ホームページで意見を受付 
・イベントや緑の相談所の講座の参加者へアンケート調査を実施 
・日光だいや川公園連絡協議会を開催し、意見・要望を聞き取り 
 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 
・子供の遊ぶ場所があまりない。 
 
・花を増やしてほしい。 
 
・公園内にもう少し地図板を設置してほしい。 

・管理事務所内にキッズスペース、そよかぜ広場に

水遊び場を設置した。 
・インフォメーションエリアや交流エリア等に花

植え等をっして対応した。 
・インフォメーションエリアに案内看板を設置。 

 主な利用者意見（積極的評価） 
・とても楽しかった。アスレチックが面白かった。 

・遊歩道がよく整備されている。 

・花や木がきれいだった、また来たい。 
 

６ 指定管理者による自己評価 
 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 
【維持管理業務】 

県道沿い、歩道の上に伸びていた危険度の高い枝、枯れ枝の除去を行った。作業時はガードマン

を配置し、安全対策を徹底した。また、ニュースポーツエリアでは、芝周りの高木剪定を行うこと

で日当たりを良くし、生育の改善に取り組んだ。 

【サービス等】 

サービス向上について、イベント、緑の相談所、体験館、キャンプ場にて幅広い年代の利用者が楽

しめる企画を増やした。工作コーナーの設置は、緑の相談所と体験館に子供が足を運ぶきっかけ
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となり、リピーターの確保にもつながった。利用者の声の把握について、園内設置のご意見箱だ

けでなくイベント開催時も積極的にアンケートを実施し、より多くの意見を収集できるよう努め

た。また、改善を促す意見については、現場担当者と協議し業務改善を行った。 

【人材育成】 

コンプライアンス順守について、従業員に問題があった際は随時面談を行い、再発防止に努めた。

また、園内は幅広い年代の方が利用することや、キャンプ場については外国人の利用が増えるこ

とを想定し、外部の講師を招きユニバーサルサービスやクレーム対応、指定管理者としての対応

を学んだ。 

施設利用者数について、指定管理者入れ替えに係る休業やコロナウイルス感染拡大に係る休業、

夏季の長雨があったが、アスレチックとオートキャンプ場について昨年度を上回り、全体として

も昨年比 93％に抑えることができた。 
 公園の特性を生かした管理運営に向けた取組 ※指定管理者が独自に設定   
・PR について、SNS の活用、プレスリリースの発信、情報サイトの登録を積極的に行い、公園のイ

ベントや利用状況の周知に努めた。また、外部主催イベントへの参加を通して、遠方や都心部の

新たな利用者を増やす取り組みを行った。 

・イベントを実施する際は積極的にプレスリリースを行った。その結果、新聞やテレビ、ラジオで

取り上げてもらう機会が多く、下半期には撮影場所提供について問い合わせが増えた。 

  今後改善・工夫したい事項 
・園内の動植物（池のメダカや農場の梅等）について、無断採取が行われている。看板設置や声掛け

を行っているが防止できていない。動植物の保護に理解が得られるよう、看板への表記方法や数、

声掛けの方法を見直す必要がある。 

・スタッフの勤務年数などによって、業務の習熟度や知識量に個人差ができている。入社後の研修

内容や定期面談の方法を改善する。 

・新型コロナウイルス感染拡大の影響で、3 月に予定していた防災訓練を開催することができなか

った。訓練の開催が可能になり次第、近隣消防機関と協議の上早急に行う。 

・アスレチック施設で事故が発生した。仕様書に定められている点検は行われていたが、施設老朽

化が大きく防ぐことができなかった。このように予想されない事故が起こる可能性もあるため、R

２年度より点検回数や方法を見直し、利用者の安全確保に努める。 

・ハザードマップについて、マニュアル上では作成してあるがスタッフに周知できていない。昨年 1

年間の運営経験から現在のハザードマップを更新し、スタッフへの周知を徹底する。 

・施設設置から 20 年が経過し、老朽化の進む箇所が目立つ。小破修繕に関しては随時対応している

が修繕費に限りがあるため、優先順位を見極めて対応を進める。 
 
７ 所管課室による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 
１．住民の平

等利用の確

保 
 
 
 
 
 

①住民の平等利用が確保されたか 
 

適切に実施されている。 
 
 

Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 
所定の手続に則り、適正な許可が行わ

れている。 
 

Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか 
高齢者や障害者に対し、思いやり駐車

場を設けている。 
 

Ｃ 

２．施設の効

用の最大限

発揮 
 
 
 
 
 
 
 
 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 
適切に管理運営が実施されており、日

常点検・定期点検の結果も記録されて

いる。 
 

Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 
利用者数は台風と新型コロナウイル

スの影響により目標を達成しなかっ

たが、利用者ニーズを把握するため、

アンケート調査に加えパークミーテ

ィング、運営アドバイザリー会議を実

施した。 
 

Ｃ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 
ご意見票の回収率が向上した。 
 
 

Ｃ 
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④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 
要望、苦情に対して適切に対応してお

り、その記録が保管されている。 
 

Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 
 
 
 
 
 

日常・定期点検を確実に実施し、その

記録が保管されているとともに、要修

繕箇所については管理打合せ簿にて

修繕の提案・修繕実施報告がなされて

おり、その修繕履歴が適切に保管され

ている。ただし、４月に清掃担当者が

運転するカートが休憩所の東屋に突

っ込み利用者３人にけがを負わせる

など、日常の維持管理・点検作業に改

善の余地があった。 
 

Ｄ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 
積極的に危険木の伐採を実施し、それ

を利用してベンチや遊具施設の部材

に流用するなど工夫が見られた。 
 

Ｂ 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①組織体制は適正か 
 

当該業務をおおむね適切に遂行でき

る組織となっている。 
 

Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 
おおむね適正である。 
 
 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組まれてきたか 公園施設の維持管理について、グルー

プ各社の直営作業で対応した。 
 

Ｂ 

④人材育成は適切に実施されているか 研修計画に基づき実施した。 
 
 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 
 

緊急時連絡体制により、関係部署との

連絡体制は確保できている。また、作

成されたマニュアルにより緊急時の

対応方法等が職員・作業員に周知され

ている。 
 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携体制は確保さ

れているか 
当該業務をおおむね適切に遂行でき

る組織となっている。 
 

Ｃ 

４．個人情報

保護 
 

①個人情報の保護についての措置が 
計画どおり実施されているか 

個人情報の保護に関する要領を定め、

適切に保護をしている。 
 

Ｃ 

②情報公開は適切になされているか 情報公開事務処理要領を定め、適切に

運用をしている。 
 

Ｃ 

５．その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

 

適切な自己評価がなされた。 
 
 

Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

 

自主事業について、計画どおり実施さ

れた。 
 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 
 

日光野口病院と連携したイベントの

開催等により、地域との連携が図られ

た。 
 

Ｃ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 
 

当該業務をおおむね適切に遂行でき

ている。 Ｃ 
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⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 
 
 
 

長年利用していなかった炭焼き機を

修繕により使用可能とさせた。次年度

以降炭焼き講座等で活用する予定。 
新型コロナウイルスについては、来園

者に対するマスク着用や手洗い・消毒

の呼びかけを行い、三密防止や消毒の

徹底に励んだ。 
 

Ｂ 

総合的な評価 
 施設や植物の管理状況及びスタッフの対応について、積極的評価が減少した。また、清掃担当者

が運転するカートによる事故や、アスレチックに使われている木材が外れ利用者に当たった事によ

る負傷など、管理瑕疵が原因の事故が発生し課題が残った。 

トレーラーハウスの汚れ等、前指定管理者のときからと思われる指摘もあり、更新工事を行い対

応しているが、現指定管理者になったことでよりよい評価をいただけるよう、今後の取り組みに期

待したい。 

昨今のアウトドアブームや、地元に特化したイベントなど、利用者数の増加につながる企画を多

数行っている点は評価できる。今後も安全面に注意し、公園の魅力を伝える取り組みを積極的に行

ってほしい。 

 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 
     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 
     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 
     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 
     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 
     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 
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